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【はじめに】 

外国人看護師の受け入れ政策は、東南アジア諸国との

自由貿易「経済連携協定（以下、EPA）」を契機に国の事

業として始まった。2008 年にインドネシア、フィリピ

ン、2014 年からはベトナムからの受け入れを開始した。 

2024 年に実施された第 112 回看護師国家試験合格率

は、過去最高となり、インドネシア人候補者 11.5%、フ

ィリピン人候補者 15.9%、ベトナム人候補者 45.7%であ

り、ベトナム人候補者は高い合格率１）を維持している。

看護師国家試験に合格すれば、在留期間に制限なく日本

で就労することができ、継続して日本に滞在することが

期待されるが、数年で帰国してしまう現状がある。 

そこで、本研究の目的は、「ベトナム人看護師

（Vietnamese nurse）（ 以下、VN とする）」が日本で

就労継続につながる要因を先行研究から、整理・統合

し、VN の就労継続を促進する職場づくりを検討すること

である。 

【方法】 
対象文献の選定方法としては、医学中央雑誌を用い

た。VN は、EPA 開始以前から来日していたため、検索期

間を設定せずに、「外国人看護師」と「ベトナム人看護

師」をキーワードに検索を行い（会議録を除く）、VN に

関連する文献を収集した。なお、ハンドリサーチによ

り、本研究の主旨に匹敵する内容も 1 文献追加を行っ

た。検索は、2024 年 6 月に実施し、文献の適格条件は、

VN の就労継続につながる要因とした。 

 分析方法は、研究目的から導かれた結果と考察の内容

において、VN の就労継続につながる要因に関する文脈を

捉え、内容が１つの意味にまとまるコードを作成した。

コードはできるかぎり論文中の表現を用い、内容が不足

している場合には意味を損なわないように補い、類似性

に基づいてサブカテゴリーにまとめ、サブカテゴリーの

同質性に従って、カテゴリー化した。 

【結果】 

医学中央雑誌では、「外国人看護師」に関する 112 文

献、「VN」に関する 7 文献が得られた。重複や VN の就労

継続に関連のない文献を除くと、全体で 9 件となった。 

VN の就労継続につながる要因として、4 カテゴリー、9

サブカテゴリーを生成した。カテゴリー内容は、『』と

し、サブカテゴリー〔〕で示した。 

『日本語能力の向上』 

日本語能力の向上では、〔発語能力よりも聞き取り能

力が重要〕と考える内容や、〔発話能力が高いと日本で

活躍したくなる〕と示されていた。 

『身近な上司や同僚の受け入れ』 

身近な上司や同僚の受け入れでは、〔職場のマネージ

ャーや周囲の精神的なサポート〕、〔同僚看護師や患

者・家族からの高い評価〕であった。 

『日本の生活への満足感』 

日本の生活への満足感では、〔給与の高さ〕、〔日本

人の友人の獲得とその支援〕であった。 

『ベトナム人看護師の気質』 

VN 気質としては、〔粘り強さがある〕、〔日本の文

化や習慣に合わせる能力が高い〕、〔１人１人がきちん

とやる〕であった。 

【考察】 
 日本で働く VN の就労継続要因として、『日本語能力の

向上』、『身近な上司や同僚の受け入れ』、『日本の生

活への満足感』、『ベトナム人看護師の気質』の４つの

カテゴリーが抽出された。 

 『身近な上司や同僚の受け入れ』は、VN と日本人看護

師の間に立つメンターの存在が重要２）であり、受け入れ

側の日本人看護師の意識改革も必要３）と考えられた。 

また、『日本の生活への満足感』は、〔日本人の友人

の獲得とその支援〕により、強いストレスがなく日常生

活が送れ、患者・家族にも受け入れられていると感じる

ことができ、異文化の適応を助ける４）と考えられた。 

さらに、『ベトナム人看護師の気質』は、日本で働く

ことへの環境の変化や仕事の難しさに対して、〔粘り強

さがある〕、〔１人１人がきちんとやる〕ことにより、

同僚の看護師や患者からの評価も高く、組織の風通しが

よくなる５）などのプラスの変化が示されていた。 

 つまり VN の就労継続できる職場は、日本人看護師に

とっても、働きやすい職場となり、日本の看護組織風土

の向上にもつながると考えられた。 
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